2012年度　公益社団法人　山形青年会議所
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６．会議成立の確認




　　　武田事務局長
７．議事録署名人の指名




　　　野口理事長
８．議題ならびに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長
９．理事長挨拶　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
　こんにちは。こんばんはと使ったり、こんにちはと使ったり、まだ明るかったのでこんにちはとさせていただきました。
　まずは本当に第５回定例理事会にご参加いただきまして感謝申し上げます。今ほど武田事務局長の方から、出席者の数を報告いただきましたけど、まだまだ本当に例会で１００％やるＬＯＭにしては理事の理事会に対する出席率が低いなと思っておりました。以前、ここに来るのが非常に楽しみだと、皆さんの顔を見るのが楽しみだと述べさせていただきましたが、本当に全員がこの理事会の場で決定権を持つメンバーとして責任を一人ひとりが自覚をしていただいて、この理事会に臨んでいただきたいと思います。でなければ私が行ってもＡＳＰＡＣには全員が行けないだろうと痛感しております。まずは、理事会に対して、今いるメンバーがいないメンバーに今一度厳しく叱咤激励をしていただきたい。けして馴れ合いの場にならないように確認いただきたい。

　それではまず４月は本当に３月同様にいろんなことがありました。まず、国際グループのＡＳＰＡＣ準備会議から渉外支援委員会のエジソン・コダマさんが来県した件に感謝申し上げます。そして、何よりも１６日のエジソンさんと局長がいらした時の理事メンバーを始め多くのメンバーがメトロのホテル前に勢揃いしたときは涙が出そうなくらい感激しておりました。今回、エジソンさんとは最後は東京の地で専務とＪＣＩの勉強会に参加させていただきましたが、本当にエジソンさんは最後まで山形らしくて山形にしかできないＡＳＰＡＣを目指してほしいと、まだ決まっていないけれど今の思いを香港に持って行って、山形のものを今一度発信してほしいと申しておりました。日本だから大丈夫だというふうには口癖のように言っていましたが、最後の最後まで気の抜くことなく６月１０日の総会まで、まずは一潜りとしてがんばっていきたいと思います。

　そして、４月の例会も準備会議のみなさんお疲れ様でした。そして、矢口委員長も１１名、仮認証ですけど新入会員の入会書はいただいたとおもいますが今から３０数名何とか私もがんばっていきますがよろしくお願いします。そして、会員の皆様にも会員拡大に関しましては、どこの委員会を問わずこれはみなさんがやっていかないとこの組織の運営がおかしくなってしまうというぐらい本当に今年は切羽詰まっていただきたいと思います。それもこれも一人ひとりが覚悟はないけれど、これこそ正に自分のトレーニングなのかなと思っていますので、ぜひとも失敗成功ではなく人を巻き込むというは自分から率先しないとなかなか入ってきませんので勇気を持って臨んでいただきたいと思います。

　そして、今日、日本ＪＣに出向の方、数々の出向の方が山形を誇りに思って活躍していると痛感しております。近くでいえば東北地区、前回役員会で荒井特別顧問も参加している会議に我々も参加しましたけれど本当にそういった意味では、「東北は熱いなあ」と感じてきました。議案の関係で２時間ほど超過しましたけれどそれほどしっかりと役員会議の力で妥協することなく会議をしている姿、そして荒井特別顧問が担当していらっしゃる東北を色々な各地区でワークショップをやっております。そして地区フォーラムの時にいろいろな思いを皆さんに報告していただけると思い楽しみにしております。

そして、今日三浦顧問が欠席しておりますが、アジアアランス確立委員会もいろんな所で活動しております。昨年私が委員長をして、まだ出来なかったことを今年は、三浦委員長が一つはしていただいているので例えば広告、そして、中国の事業も８月末９月頭ぐらいには目処がついて国交４０周年としての記念事業として期待して待ち遠しいと思っております。

　そして、さっきの話で先週ＪＣＩの勉強会と日本ＪＣの理事会に参加してきました。ここでやっぱりＡＳＰＡＣ後は国際アカデミーの件、この２本立てを国際のメインとして、井川会頭がご挨拶の時に話しておりました。私は今回理事長としての挨拶もなければ、単に７０１の理事長として参加させていただきましたが、けして山形という言葉は話しませんでしたが本当にＡＳＰＡＣに気軽にみんなで昨年は２０００人来ましたが、３０００人、４０００人来てほしいいう気持ちを十分に我々オブザーバの方に話しておりました。そんな中で我々はやっぱりＬＯＭで今一度現状４４名をしっかりと受け止め最低でも７０人はいかないと我々のＡＳＰＡＣの山形大会に対する思いが伝わらないのだと感じております。ぜひともこの辺を一人ひとりが巻き込むという点ではご尽力いただきたい。

　そして、今日議案にも報告でありますが、５月に１ヶ月早めて次年度の理事長を選ぶ委員会が開催されます。私は次年度の理事長が決まったから気を緩めるわけではないですが、今みなさんがやっている事業というのは２０１２年の事業ですが、この事業の目指す所は２０１３年であって、２０１４年であって、２０１５年であって決して単年度で今年１年良ければいいという訳ではなくて、今みなさんが持っている、思っていることをもうちょっと先に延ばしていただいて、リアルにマザーランド山形いう所の項目がありますから２年後３年後をかけて事業を構築していきたいと思っております。是非ともここにいる理事メンバーが選ばれた時は拒否することなく１０６名の意志をもって自分がそこに立っている責任者として参加していただきたいと思っております。

　そして今年２０１２年もう一度確認しますが私は所信の中で三本の柱を書いています。ＡＳＰＡＣのＢＩＤ、会員の拡大、そして公益社団法人化の確立と唱ってます。これは、すべての皆さんに関わる、グループ関係なく理事メンバーとしてもう一回言いますが理事メンバーとしてもう一回確認していただいて、今回１３分の５は終わりますが１３分の６に向かって、もう一回確認していただきたいと思っております。そして委員長の皆さんにお願いがあります。ずっと４ヶ月５ヶ月と議案を見ていますがしっかりして自分の足下を見つめて青年会議所の運動というものを捉えている人はＡＳＰＡＣという言葉が極力入っていないです。ＡＳＰＡＣに向けてやる事業なのか、山形青年会議所が山形発展の為にやるのかということを今一度考えていただきたいです。簡単にＡＳＰＡＣに向けて、何に向けてと書くのは簡単なのです。だけど、事業本質がどこに向かっているか向かっていないかを今一度だけ自分の所信が当時間違っているかいないかを確認し、間違っていれば修正していただいて今後の事業に取り組んでいただきたいと思います。何はともわれ本当に１３分の５が今日終わります。いよいよもう半分になってきました。そもそも青年会議所というのは何回も言っていますけど会議をやって行動することが大事です。この間も原田直前会長に言われました。Passion In The Actionこれは日本ＪＣＩが今年掲げているスローガンです。Passionとは情熱であり情熱的に行動しよう、何をおいてサイクル的に波長の合う人とは合うのですが、そういった形で７０１青年会議所のスローガンを見ても決してどれ一つ取っても間違いでもないですし、それが正解で地域に根ざしていると感じております。今回も日本青年会議所、約３７ＬＯＭの理事長さんが集まっておりましたが、決して山形青年会議所はＡＳＰＡＣをやるから日本の代表だからと、訳ありではなく真の日本一のＬＯＭを目指していただきたいと思っております。それでは、第５回の理事会もよろしくお願い致します。

１０．　直前理事長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　船橋直前理事長

今日も理事長はパッションでございまして非常に情熱的なスピーチを回を重ねるたびに話が長くなると、去年を思い返すとやはり想いが余って言葉になっていくんだと思います。ぜひ皆様は言葉一つ一つを取ってもらってしっかりと自分の胸に刻んでもらって皆に伝えていただきたいと思う次第であります。理事長の話にありました、コダマさんがいらっしゃった時、本当に皆さんおつかれさまでございました。夜１１時に集まっている顔ぶれを見ましたら例会より多いのではないかと思う節があったところでございますけど、そう考えると本当に盛り上がってきていると直前の立場で思うところがございました。この勢いを調整しながら、皆でお互いの気持ちを分かり合いながら、しっかりと歩みを続けていただきたいと思います。まあそんな中、誰の仕業か分かりませんけど今日ホテルまでの足ありますかと電話いただいたこと本当にうれしいなと直前でありながら、卒業生でありながら気を使っていただいて、うれしく思った次第です。それがＪＣなのかなと思ったところでございます。そして実は今日早退させていただきます。以前も言いましたが活動するには体が資本でございます。どうか体をご自愛いただきながら望んでいただきたいと思うところでございます。肉を断って、酒を断って、その他はたってないんですけど、検査をしましたところ正常値に戻りました。本当にうれしい限りで祝福したいなと思ったところ今度は首がやられまして、何をいいたいかというと体をご自愛いただきながらぜひ邁進をしていただきたいと、体を休めるときはしっかり休めて、やるときはしっかりやる、その仕事、ＪＣとそのところのメリハリ付けながらやっていただきたいと思っております。それと最後に報告案件で急遽入れてもらった所ございます。日本ＪＣじゃがいもクラブの地区大会のご案内がいよいよ来ました。日時は６月の１６日１７日ということでＡＳＰＡＣの翌週になります。非常に参加動員が難しいところでありますけど多分ＡＳＰＡＣのビット報告御礼をできる初めての機会じゃないかなと思っております。本日途中までですがよろしくお願いします。
１１．　議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　渡部委員長

１２．　議事の採択　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野口理事長
１３．  確認事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事
　　　確－０１　　　次年度役員選考委員選挙について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

１４．  討議事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　討－０１　　　　ＡＳＰＡＣへの参加促進について
渉外支援委員会
横山委員長【上程】

安藤室長【補足】
仮会員への誘いだし、メンバーへの声掛け心かけていく。
齋藤副理事長【補足】
声掛け宜しくお願いする。

佐藤副議長【補足】
６月８日１９時から２１時まで会頭招待レセプションで山形ＪＣのＰＲの時間を取っている。参加への調整お願いしたい。

三浦顧問【意見】
先日現地調査をした。どうしても月曜日中には出社する方は日曜日の２５時に出発する便がある。成田へは６時到着だ。解団式はもちろんパーテイーまで参加できる。是非最後までＡＳＰＡＣに参加して欲しい。
齊藤監事【質問】
地区の飛行機に乗れば会頭招待レセプションには間に合うのか。
野口理事長【回答】
飛ぶのは決まった。時間が決まってない。

齋藤監事【意見】是非多くのメンバーに参加いただきたい。
野口理事長【コメント】
60～70名が行かないと、現地で困る。まだまだ委員会で０名や１名という所がある。最低３名出して欲しい。
　　　討－０２　　　ＬＯＭ外広報誌7月号の発行(案)に関する件
　渉外支援委員会
横山委員長【上程】
安藤室長【補足】
次回も情報が多い。見たいと思う紙面構成に努めたい。
齋藤副理事長【補足】
宜しくお願いする。

鈴木本部長【意見】
花火でもＰＲ出来るものを用意する。宜しくお願いする。

三浦顧問【意見】
背景を見直して欲しい。どういった背景で蔵王を出しているのか。なぜ蔵王を出すのか、もう一度突き詰めて考えて欲しい。構成で出向者のコメントを入れてはどうか。

鈴木専務理事【意見】
原稿作成依頼が５月１７日からとあるが、もう書ける部分があると思う。依頼を早くして欲しい。

鈴木本部長【意見】
締切りが６月５日だが例会もあり、難しい部分もあるのであとで打ち合わせさせてほしい。

野口理事長【コメント】
蔵王で何を伝えたいかもう一度見つめなおして欲しい。蔵王の目的を委員会で協議して欲しい。議案の事業内容で参考資料になっている。気を付けて欲しい
　　　討－０３　　　9月公開例会の企画・実施(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　元気あるやまがた創造委員会
大場副委員長【上程】

井上副理事長【補足】
ＭＤＧＳというのは私も初めて知った。ＪＣでも行いたい。宜しくお願いする。

三浦顧問【意見】
青年会議所では国連と関係が深いが具体的に事業をするのは初めてだ。国際大会を行う山形にはぴったりだ。是非頑張って頂きたい。100万円という予算を使うので中身が重要だ。有効な配分をお願いする。
１５　審議事項

　　　審－０１　6月公開例会の企画・実施(案)承認に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
花火だよ全員集合。楽しく充実したものを作る。
井上副理事長【補足】
宜しくお願いする。
遠藤室長【補足】
宜しくお願いする。
安藤室長【意見】花火の２ヶ月前なので協賛金も含めて協力する。
佐藤副議長【意見】
私も参加する。宜しくお願いする。
三浦顧問【意見】
訂正の線とか消えてない。文面もおかしいので修正お願いする。
鈴木専務【意見】
ＪＣＣＳ等対外に出るものもある。添付が無いがこちらでも確認する。
齊藤監事【意見】
事業計画収支予算書は正式な書き方にしてほしい。収支明細の科目が無い。摘要は本会計よりになる。資料に残して欲しい。
承認可決

　　　審－０２　魅力溢れるまち「やまがた」を発信する事業の企画・実施(案)承認に関する件
元気あるやまがた創造委員会
遠藤室長【上程】

井上副理事長【補足】
宜しくお願いする。
櫻井委員長【質問】「いいね」の投稿をするとアップされるのか。
大場副委員長【回答】
ＦＢページとしての顔で投稿するが個人の顔で投稿して欲しい。
櫻井委員長【質問】
グループを選んでから投稿できるのか。
大場副委員長【回答】
出来る。
櫻井委員長【質問】
不適切な投稿があったら削除できるのか。
大場副委員長【回答】
出来る。ただ実名で行うのがＦＢなので少ないと思う。

野口理事長【意見】
管理運営をしっかりして欲しい。

安藤室長【質問】
オフサイトミーテイングの人選はどうなるのか。
大場副委員長【回答】
議案の大学教授と話あっている。

安藤室長【質問】審議はＦＢだけとるのか。
遠藤室長【回答】
ミーテイングを行うという事だけ審議になると思う。

三浦顧問【意見】
審議なのでしっかり作りこみ、室長も確認して欲しい。
承認可決
　　　審－０３　メンバー参加型情報交流の企画・実施(案)承認に関する件
　活気ある会員交流委員会
中村室長【上程】
中村副理事長【補足】
前回の理事会、常任から変更点が多いが宜しくお願いする。私もＦＢを始めた。賛同お願いする。

三浦顧問【意見・質問】
対象者がＦＢ利用者、利用してない方はどうなるのか。２番と３番が他のＬＯＭでもやっておりオーソドックな形だと思う。先輩でＦＢをやっている方は少ないのでメンバー全員参加でお願いしたい。

ＦＢに登録をどうやって広めるのか。
櫻井委員長【回答】
メンバータイムでの告知及び、委員会へ参加し教えたい。
三浦顧問【質問】
2012年度が終わったら、2013年はどうするのか。
櫻井委員長【回答】
2012年度グループは残したいと考えている。2013年度続けるかは来年度に託したい。

三浦顧問【意見】
2012年のままいつまでも残るのもまずいので線引きの部分も考えて欲しい。

遠藤室長【意見】
自分を犠牲にしての部分は訂正した方がいいのではと思う。

齋藤副理事長【質問】
シニアへの参加促進はどうするのか。
櫻井委員長【回答】
蔵王に出したらとか前回意見をいただいたが考えている。口コミしかないかなと思う。

齋藤副理事長【意見】
シニア家族と交流できる事業にしていただきたい。
承認可決

　　　審－０４　４ＬＯＭ合同例会の企画・実施(案)承認に関する件

活力あるひとの創造委員会
中村室長【上程】
佐藤委員長【報告】

中村副理事長【補足】
人数も多く良かった。また４年後来るので頑張って欲しい。
野口理事長【意見】
審議対象資料の添付が無いがこのまま審議にかけるのか。
中村副理事長【回答】
事業企画の際も無いまま審議を取っている。入れ込んだ方がいいのか。

野口理事長【意見】
審議資料なのか参考資料なのか。
中村室長【回答】
参考資料を審議対象資料に乗せ換える。

安藤室長【質問】
議案の中で御礼をメールでするとあるがどういう事か。
佐藤委員長【回答】
恥ずかしながらメールでするという事だった。しっかり郵送で行う。
承認可決
１６　協議事項

　　　協－０１　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ香港大会におけるＶＩＰランチョン開催(案)について　　　
　ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
三沢議長【補足】
内容で不確定な部分もあるが現調して精査する。
齋藤副理事長【補足】
式次第を精査していただきたい。
櫻井委員長【意見】
山形ＪＣとして何名必要と考えているのか。
佐藤副議長【回答】
１６０席なので３０名程度と考えている。分担リストを次回まで添付する。

中村室長【質問】
市長、県知事の挨拶は確定か。議会団も行きたいと聞いている。その辺はどうなのか。

齋藤副理事長【回答】
知事、市長からは大変な協力をＡＳＰＡＣに対していただいている。ＡＳＰＡＣ参加は市長からは確約いただいているが、知事は行く方向で調整いただいている。議員の先生方の話は今初めて聞いた。スケジュールもかなりタイトなので中野先輩であれば議員としてではなく、シニアとして手伝っていただきたい。
　　　協－０２　ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ香港大会ジャパンナイトアトラクション(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＳＰＡＣ準備会議
佐藤副議長【上程】
三沢議長【補足】
宜しくお願いする。
齋藤副理事長【補足】
宜しくお願いする。
三浦顧問【意見】
議案名がおかしいと思う。アトラクションの何に関する件なのか。確認願う。
中村副理事長【質問】
花笠はいいが楽器の生演奏というのは山形舞子の事か。議案の下を見るとメンバーの楽器を弾ける人にお願いしますとある。指示を出す時期だと思う。考えはあるのか。
三沢議長【回答】
増田委員が三味線を弾けるのでいれた。他にあればと思って記載した。
齊藤監事【質問】
参加推進方法でメンバー60名、シニア30名、地区ブロックとあるが、シニア、ブロックに対しどの様な周知するのか。

三沢議長【回答】
これからの周知になるが書面またはグループのシニアの方々におねがいして行う。
齊藤監事【意見】
審議に向かうなかで依頼文の資料作成もしていただきたい。
　　　協－０３　国内におけるＬＯＭブース出展(案)に関する件
渉外支援委員会
横山委員長【上程】
中村副理事長【補足】
ブロックの役員会の中でも手さぐりになっている。その中でも協力いただきたい。
三浦顧問【質問】
ＡＳＰＡＣのチラシとまったく一体感が無いが、どの様に考えているか。
横山委員長【回答】
一体感よりも知っていただくことを重要視した。
三浦顧問【意見】
次回審議なのでチラシも判断出来ない。工夫して欲しい。
佐藤委員長【意見】
多くのメンバーで参加したい。
　　　協－０４　国外におけるＬＯＭブースの出展(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渉外支援委員会

横山委員長【上程】
渡部委員長【意見】
予算書の手提げ袋のリンクが切れている。１０万円以上の見積もりなので、相見積の添付お願いする。

三浦顧問【意見】
予算の中の数と配布の数が違う。
中村室長【質問】
手提げはどんなものか、そして紙の花笠はどうなったのか。
横山委員長【回答】
内容をつめて上程する。
野口理事長【コメント】
ＡＳＰＡＣは時間が無いのでどんどん進めていただきたい。渉外支援委員会はギリギリまでブロックが流動的で、国際はもっと捻っていただきたい。お金のかからない手法でＬＯＭメンバーを呼ぶことにギリギリまで考えて欲しい。

協－０５　第３３回山形花火大会の実施（案）に関する件　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
公益として領収書等の扱いを宜しくお願いする。
遠藤室長【補足】
宜しくお願いする。
矢口委員長【意見】
当委員会でも周知する。
渡部委員長【質問】
見積書の中で表紙だけあって内訳はないのか。予備費は必要ないのか。
鈴木本部長【回答】
見積もりの詳細はページ数で２０ページ強になる。表題だけ添付した。確認したい際はいつでも言っていただきたい。予備費は莫大になるとＬＯＭの公益性に大きく響くので予備費は計上しなかった。

　　　協－０６　第３３回山形大花火大会協賛金の募集(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
例年協議1回であとは協議会で承認を得る。意見お願いする。
中村室長【質問】
ローソンでチケットの取り扱いが出来ていなかったと聞いている。今年は出来るようにしていただければと思う。
　　　協－０７　第３３回山形大花火大会の企画・実施(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花火大会特別委員会
鈴木本部長【上程】
東海林特別委員長【補足】
今回のみの協議になります。ご意見お願いする。

櫻井委員長【意見】
背景の部分が読みにくい。精査願う。

安藤室長【意見】
３３花火このテーマでバッと花開く様に協力したい。バッと。

野口理事長【コメント】
公益になりご苦労かけている。どうぞ宜しくお願いする。

　　　協－０８　７月例会の企画・実施に関する件
誇りある会員開発委員会
矢口委員長【上程】
伊藤室長【補足】
宜しくお願いする。
東海林特別委員長【質問】
人数が当委員会は多いがどういう風に順位をつけるのか。

矢口委員長【回答】
上位３位までを合計する。
横山委員長【意見】
取り纏めの名前が間違っている。修正お願いする。
安藤室長【質問】
以前は左手だったり、後ろ向きだったり設えがあったが、今回は点数だけか。

矢口委員長【回答】
理事長の始球式でストライクが出ると商品が出る。商品は健康グッズを考えている。プレーはガチでやる。
酒井監事【意見】
議案の所で事業内容のフォントの色が変わっているが、意味があるのか。

本年の工夫の所を精査していただきたい。
野口理事長【コメント】
時間の開始が早い。精査いただきたい。事業は来るけど、総会は来ないと、次年度がかわいそうだ。会場が静かなのか、静かでないのか。もう一度確認いただきたい。
　　　協－０９　２０１２年度山形ブロック協議会「ふるさとＯＭＯＩＹＡＲＩプロジェクト２０１２」事業計画(案)に関する件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山形ＢＬ　ＬＯＭ協働運動推進委員会
伊藤室長【上程】
中村副理事長【補足】
決まっている事業だがひとりでも多くのメンバー家族から参加していただきたい。今年は県民挙げて行いたい。ＡＳＰＡＣの前の週だが協力いただきたい。
安藤室長【意見】
もう少し集合場所など詳しい情報があった方が落とし込みしやすい。
伊藤室長【回答】
常任でも出すが、ポスター作製する。

櫻井委員長【質問】
参加予定が3000名とかなりの人数だが、駐車場、シャトルバスなど考えているのか。

伊藤室長【回答】
シャトルバスは考えてないが、馬見ヶ崎などどこにするかは今考えている。護国神社などの駐車場を考えている。
野口理事長【コメント】
前回は500名だが、1000名でも2000名でも目指して、家族、社員多くの市民を巻き込んで欲しい。ＬＯＭらしさを出して欲しい。事業内容でなく気持ちだ。多くを誘って欲しい。

１７．報告・依頼事項 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田事務局長
　　　報－01　ＪＣＣＳ参加登録について　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会
　　　報－02　定例理事会の出欠状況について　　　　　　　　　　　　　　　事務局
　　　報－03　ルーム備品の未返却状況について　　　　　　　　　　　　　　事務局
　　　報－04　委員会別「ルームコピー機使用状況」について　　　　　　　　　事務局
　　　報－05　次回上程スケジュール・今後のスケジュールについて　　　　　　事務局
　　　報－06　公益社団法人日本青年会議所　理事会・総会参加依頼について　　事務局

　　　報－07　山形ブロック協議会　会員会議所会議について　　　　　　　　　事務局　　　　　
　　　報－08　公開勉強会「ＪＣＩって何やねん！？」参加報告について　　　　事務局

　　　報－09　渡航報告書について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局

　　　報－10　日本ＪＣじゃがいもクラブ第４１回東日本大会について　　　　　事務局

　　　報－11　公開勉強会「ＪＣＩって何やねん！？」開催について　　　　　　事務局

１８．次回開催 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事　
　　[第６回定例理事会]　　２０１２年５月２９日　火曜日　１８：３０～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パレスグランデール

１９．監事講評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤監事
　長時間にわたりましておつかれさまでございました。先日の例会の部分から若干お話しさせていただきたいと思います。例会開催時の人数皆様はご記憶でしょうか。３２名です。この度のコダマさんがいらしたときには４０名を超えていたと、理事長の挨拶があったかと思いますが、それほど少ない人数での例会開催というもなかなかないです。理事長の挨拶を聞くメンバーが３２名理事メンバーをのぞけば１０数名しかいないと、各委員長、室長におかれましては改めて委員会メンバーに例会の大事さというところお伝えいただければと思います。その例会時の部分ですが、例会設営にあたって、いろんな委員会が携わると思いますけど、日本の国旗は隠れることのないように設営をお願いいたします。当日事務局長に伝えたところありまして、会場にも伝えていただいたのですが、すべてＯＫをもらっているとの表現でありましたけど、やはり国旗は大事な部分かと思いますので、しっかりとした設営を担当委員会そして事務局が確認する上で行っていっていただきたいと思います。後は登壇の際一礼をするのはＪＣＩの旗ではありません。国旗です。その辺も委員会メンバーの方にしっかりと教えていただきたいと思います。後一つ運営上で気になった点は、新入会員に対してのドレスコードの周知がなっていたのかということで、副委員長にお尋ねをしました。そしたら連絡はなっていると。気がついたメンバーからしてみると「ネクタイなくてもいいのかな」とかということが仮会員のなかでも何らかの意見が出ることが懸念されますので、しっかりとした周知をしていっていただいて例会に臨んでいただければと思います。それと本日の方に入って参りますが、審議議案に対して本日は、その他を含めて５件、時間かかり過ぎです。これはなぜ時間がかかりすぎるかというと議案に問題があります。しっかり委員長、室長、副理事長、事務局、というものがしっかりと議案に対して目を向けていただければ、時間のかかる議案数ではありませんので、しっかりとお願いしたいと思います。その結果が今日の協議の時間が非常に短くて、一件ずつが協議されていないところに反映してきますので、しっかりとした審議議案の作成と協議議案で揉んでいただいて議案に反映して行っていただきたいと思います。いわゆる審議議案というものはやっていいことであります。その他はやってはいけません。しっかりと議案に反映させたものをこれ以上でもこれ以下もないと。というところが審議議案ですので、先ほど三浦顧問からもありましたけども、やっていいものをしっかり書いていただきたい。そして報告議案の中で過不足があったものを次年度へ引き継ぎと、報告がなされると思いますのでよろしくお願いします。後は事務局、総務情報委員会になるのかも知れませんが、各委員会からあがってきた議案名に対してのアジェンダの表記が間違っている、各委員会においても議案名が間違っているというのが多々見受けられます。気をつけてご対応いただければと思います。最後に一つ、委員会報告書で、議論されたことと結果をしっかり書いてください。それを理事長が毎日確認しておりますので、その部分でどのような議案があがってくるかということを把握しながら動かれておりますので、しっかりと議論されたものと結果をお書きください。よろしくお願いいたします。いろいろ申し上げましたが、例会から始まって理事会と本当に大変でした。そしてコダマさんがいらっしゃったというところで大変だったかと思いますけどこの後も、来月には先ほど理事長からもありましたように次年度の理事長が決まると思います。しかしながら今年度の１２月３１日までは野口ＬＯＭですからしっかりとした運営をこのメンバーで行っていただければと思います。以上で監事講評とさせていただきます。本日はおつかれさまでした。
２０．閉会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木専務理事

